


㉘

　
〇
山
口
ヒ
ロ
ミ
銅
版
画
展

　
重
い
脳
性
マ
ヒ
の
娘
と
の
生
活
を
描

い
た
銅
版
画
展
で
す
。パ
リ
や
ベ
ル
リ

ン
で
も
認
め
ら
れ
た
不
思
議
な
作
風
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日　
程　
１
月
10
日
㈭
〜
31
日
㈭

▼
観
覧
料　
無
料

〇
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
話
会「
香
害　
香

　
り
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
人
工
香
料
と
ア
レ
ル
ギ
ー
、
化
学
物

質
過
敏
症
に
ま
つ
わ
る
講
座
で
す
。

▼
日　
時　
１
月
19
日
㈯
午
後
１
時

　
〜
３
時

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
資
料
代
）

〇
セ
ミ
ナ
ー「
ど
こ
で
、誰
と
、ど
う
暮

　
ら
す
？
」

〜
40
代
か
ら
考
え
る
人
生
１
０
０
年

　
時
代
の
新
し
い
暮
ら
し
方
〜

　
東
京
か
ら
町
内
の
高
齢
者
住
宅
に

移
住
し
て
き
た
方
々
が
「
な
ぜ
？
ど
う

し
て
？
な
に
を
求
め
て
？
な
に
が
楽

し
い
の
？
」
な
ど
、
那
須
の
生
活
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

▼
日　
時　
１
月
26
日
㈯
午
前
10
時

　
30
分
〜
正
午

▼
参
加
費　
５
０
０
円
（
資
料
・
機
材

　
代　
高
校
生
以
下
無
料
）

〇
那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場
報
告
会

〜
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
〜

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
報
告
と
こ

れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
地
域
の
み
な

さ
ま
と
広
く
意
見
交
換
し
ま
す
。

▼
日　
時　
１
月
30
日
㈬
午
前
10
時

　
30
分
〜
正
午

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
資
料
・
機
材
代

　
高
校
生
以
下
無
料
）

〇
よ
ろ
ず
相
談
室

　
地
域
で
活
躍
す
る
様
々
な
分
野
の
専

門
家
が
相
談
を
受
け
ま
す
。子
育
て
、

対
人
関
係
、就
農
、住
宅
、介
護
保
険
制

度
・
法
律
、
病
気
・
介
護
・
障
が
い
、

移
住
な
ど
の
困
り
ご
と
を
一
人
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料　
無
料
（
電
話
代
は
相
談
者

　
負
担
で
す
）

※

相
談
日
時
は
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
那
須
ま
ち
づ
く

　
り
広
場（
旧
朝
日
小
学
校
）

〇
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー　
☎
74
３
４
３
４

〇
よ
ろ
ず
相
談
室　
☎
74
５
０
１
１

　　　　
動
物
た
ち
と
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ

い
の
光
景
を
写
し
た
写
真
を
募
集
し

ま
す
。入
賞
者
に
は
記
念
品
等
を
贈
呈

し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
県
内
在
住
、在
学
、在
勤

　
の
方

▼
テ
ー
マ　
人
と
動
物
の
心
温
ま
る
ふ

　
れ
あ
い
の
光
景

▼
規　
格　
２
Ｌ
版（
キ
ャ
ビ
ネ
版
）

 

・
ひ
と
り
１
点
ま
で（
未
発
表
の
も
の
）

 

・
合
成
処
理
等
の
デ
ジ
タ
ル
加
工
し
て

　
い
な
い
も
の
。

▼
応
募
方
法　
写
真
に
応
募
用
紙
ま
た

　
は
次
の
事
項
を
記
載
し
た
も
の
を
添

　
え
て
郵
送
ま
た
は
動
物
愛
護
指
導

　

セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
②
年
齢
③
職
業
④
郵
便
番

　

号
・
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
撮
影
場
所

　
⑦
題
名
⑧
写
っ
て
い
る
動
物
の
名
前

　
⑨
コ
メ
ン
ト（
１
０
０
字
以
内
） 

⑩
コ

　
ン
ク
ー
ル
を
何
で
知
っ
た
か

▼
締
切
り　
１
月
25
日
㈮（
必
着
）

▼
そ
の
他

 

・
動
物
愛
護
や
適
正
飼
養
に
な
じ
ま
な

　
い
も
の（
例
：
散
歩
中
、リ
ー
ド
等
を

　
着
け
て
い
な
い
犬
）
が
写
真
に
含
ま

　
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
ご

　
応
募
く
だ
さ
い
。

 

・
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８―

６
８
４―

５
４
５
８

　
町
内
の
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た

ス
キ
ー
チ
ー
ム
で
す
。全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
、
一
緒
に
楽
し
く
練
習
し
ま

し
ょ
う
！
体
験
も
随
時
で
き
ま
す
。

▼
参
加
資
格

 

・
小
学
生
か
ら
高
校
生
で
ス
キ
ー
が

　
上
手
く
な
り
た
い
人

 

・
自
分
で
滑
れ
る
支
度
が
で
き
る
こ
と

 

・
１
人
で
リ
フ
ト
に
乗
れ
る
こ
と

▼
練
習
場
所　
マ
ウ
ン
ト
ジ
ー
ン
ズ
那

　
須
、那
須
温
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

▼
練
習
日　
12
月
〜
３
月
の
土
日
祝

　
日
、冬
休
み
、春
休
み（
自
由
参
加
）

▼
年
会
費　
３
０
，
０
０
０
円
（
マ
ウ

　
ン
ト
ジ
ー
ン
ズ
の
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
代
、

　
コ
ー
チ
代
、諸
経
費
）

※

大
会
や
合
宿
参
加
費
が
別
途
か
か

り
ま
す
。

▼
参
加
大
会　
那
須
地
区
ス
キ
ー
大

　
会
、　
栃
木
県
ス
キ
ー
連
盟
大
会
な
ど

▼
問
合
せ　
那
須
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン

　
グ
チ
ー
ム（
阿
部
）

　
☎
０
９
０―

１
６
２
９―

１
２
９
１

那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場

那
須
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
レ
ー  

シ
ン
グ
チ
ー
ム
選
手
募
集
！

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

林業退職金共済制度　退職金請求のお知らせ
　林業の仕事に従事されたことがあり、当時、林退共制度に加入していた方または加入していた可能性がある
方で、 退職金請求手続きをした心当たりのない方は、 最寄りの支部または本部へご相談ください。
　詳しくはホームページ (http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/) をご覧ください。
■問 合 せ　（独法）勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部　☎０３―６７３１―２８８７

募

集





㉚

１
月
〜
２
月

▼
期
　
日　

１
月
19
日
㈯

▼
時
　
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所　

黒
田
原
地
内（
役
場
前
）

▼
内
　
容　

役
場
前
の
通
り
に
露
店
が

　

並
び
ま
す
。地
域
の
伝
統
的
な
催
し

　

で
す
。

▼
問
合
せ　

那
須
町
商
工
会

　

☎
72
０
２
３
１

那
須
温
泉
神
社
の
節
分
祭

▼
日
　
時　

２
月
３
日
㈰

　

豆
ま
き　

午
後
３
時
頃
〜

▼
場
　
所　

那
須
温
泉
神
社（
湯
本
）

▼
内
　
容　

お
に
や
ら
い
豆
ま
き
。年

　

男
・
年
女
に
よ
る
厄
除
け
の
豆
ま
き

▼
問
合
せ　

那
須
温
泉
神
社

　

☎
76
２
３
０
６

▼
日
　
時　

２
月
９
日
㈯
〜
17
日
㈰　

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所　

道
の
駅
東
山
道
伊
王
野

▼
内
　
容　

町
の
冷
水
と
寒
風
で
甘
み

　

が
増
し
た
そ
ば
を
約
５
，
０
０
０
食

　

用
意
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

道
の
駅
東
山
道
伊
王
野
事

　

務
所　

☎
75
０
６
５
３

黒
田
原
初
市

寒
晒
し
そ
ば
ま
つ
り

那須町野球連盟創立50周年記念式典　あいさつをする高久敏雄会長（写真左）、記念講演

を行った寄居出身の塩田充夫 氏 （作新学院高等学校軟式野球部長、写真右） （11/17 ジュ

ピア）

　11 月 27 日、高久小学校で絵手紙教室が開かれ、１年

生から４年生の児童らが果物や落ち葉などを画材に思い

思いの絵を描きました。

　講師を務めた徳世千代子さん（日本絵手紙協会公認講師）

は児童らに「ヘタでもいいので集中して、楽しく描いてください」

と自分なりに一生懸命描くことの大切さを伝えました。

　４年生の小豆畑奏都さんは「神奈川に住んでいる、いと

こに送ります。 お

正月に会うので、 

絵手紙の話をする

のが楽しみです」

と笑顔で話してく

れました。

　創立から今年で那須町野球連盟が 50 周年、那須町ソフトボール協会が 40 周年を迎えました。それぞれ記念式典・祝賀会

が盛大に開催され、多くのチーム関係者が参加しました。

　町は、「聞く・話す」能力に重点を置いた英語教育を推

進しており、10 月から英会話力向上事業として中学校

でオンライン英会話レッスンを開始しました。パソコン

の対面式通話ソフトを利用しながら外国人講師ととも

にグループレッスンで学ぶもので、生徒一人あたり年間

７回レッスンを行う予定です。

　12 月 11 日、町執行部と議会、教育委員会が那須中央

中学校に出向きレッスンの様子を視察しました。

　１年２組の室井唯さんは「フィリピン人の講師は明る

くて優しい。オンラインは英語で直接やり取りしやすい

です」とレッスンを楽しんでいました。

心があたたまる絵手紙 子どもたちに英語を話す機会を

那須町野球連盟創立50周年　那須町ソフトボール協会創立40周年

那須町ソフトボール協会創立４０周年記念式典の

様子（12/1 ジュピア）



　

町
に
は
三
森
家
住
宅
な
ど
の
有
形
文
化
財
や
獅
子
舞
や
神
楽
な
ど
の
無
形

民
俗
文
化
財
、
史
跡
殺
生
石
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
文
化
財
の
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
し
、
そ
の
歴
史
を
背
景
に
観
光
や

農
業
な
ど
を
融
合
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
を
考
え
る「
文
化
芸
術
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
12
月
８
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
町
民
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
本
田
勝
之
助
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
地
方

創
生
は
文
化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
上
げ
て
未
来
に
ふ
る
さ
と
を
遺
す
事
業
」
と
題
し
て
、

那
須
地
域
の
特
長
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
観
光
、
農
業
、
文
化
の
３
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
町
の
魅
力
や
実
施
し
て
い
る
地
域
づ
く
り
、
町
の
将
来
像
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
那
須
町
４
公
民
館
共

催
事
業
と
し
て
「
那
須
子
ど
も
塾
・ 

冬
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
小
学
48
人
が

元
気
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

那
須
町
森
林
組
合
の
協
力
の
も
と

森
林
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。

▶
松
ぼ
っ
く
り
と
森
で
集
め
た
材
料
で
ツ

リ
ー
に
飾
り
付
け
。世
界
に
た
だ
一
つ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ツ
リ
ー

▶
笹
平
湿
地
で
森
林
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。森

の
ク
イ
ズ
に
答
え
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た

▶
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の

青
空
の
下
、楽
し
く
絵
本
を
読
み
ま
し
た

（
11
／
25　

町
図
書
館
）

▶
東
陽
小
、那
須
中
央
中
、那
須
高
の
児
童
生
徒

も
参
加
。町
内
外
か
ら
９
６
５
句
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た（
12
／
２ 

第
27
回
芦
野
ふ
る
さ
と
俳

句
大
会 

芦
野
公
民
館
）

▶
株
式
会
社
い
づ
み
や（
お
菓
子
の
城
）
片
桐

社
長
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
が
、み
ち
の
く

民
芸
店（
湯
本
）
藤
田
代
表
か
ら
オ
モ
チ
ャ
入

り
せ
ん
べ
い
が
町
内
７
保
育
園
の
園
児
へ
贈
ら

れ
ま
し
た 

（
12
／
25　

黒
田
原
第
１
保
育
園
）

▶
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
踊
っ
て
物
語
を
表

現
。
り
ん
ご
組 

劇
遊
び
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

（
12
／
12 

お
た
の
し
み
会 

那
須
高
原
保
育
園
）

文
化
財
を
地
域
創
生
の
柱
に

森
の
な
か
で
材
料
探
し
♬

㉛

左から本田勝之助氏、廣川てるみ氏（松川屋那須高原ホテル若女将）、

今　耕一氏（那須町農業委員会会長）、渡辺康廣氏（那須町文化財保護

審議会副会長）
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夢・感動通信
No.1

教育委員会だより

　 ＣＡＲＥ　～子どもと大人の絆のために～

増やしたい３つの働きかけ　　 減らしたい３つの働きかけ
１ 子どもの言葉を繰り返す。　　１ 命令
２ 子どもを具体的にほめる。　　２ 質問
３ 子どもの行動を言葉にする。　３ 禁止や否定的な言葉

　町教育委員会では、児童生徒の「生きる力」を養
うため、学校や家庭、地域とともにさまざまな取り組
みを行っています。  「夢ある子どもを育む那須の教
育」について今月から12回シリーズでお伝えします。

　

今
月
ご
紹
介
す
る
の
は
、
子
ど
も
と

大
人
の　

を
深
め
温
か
い
関
係
を
築
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ 

Ａ
ｄ
ｕ
ｌ
ｔ 

Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ 

Ｅ
ｎ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
す
。
子
育
て
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り

が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
を
習
得
で
き
る
大
人
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
町
の
こ
ど
も
未
来
課
、
保
健
福

祉
課
、
学
校
教
育
課
、
生
涯
学
習
課
の

４
つ
の
部
署
が
協
働
で
研
修
会
を
開
催

し
、
保
護
者
、
教
師
、
保
健
師
や
町
職
員

な
ど
、
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
へ
の
啓

発
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、参
加
者
が
子
ど
も
役

と
大
人
役
を
演
じ
、
遊
び
や
会
話
の
場

面
を
通
し
て
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。
子
ど
も
が
会
話
を

リ
ー
ド
し
大
人
が
子
ど
も
の
リ
ー
ド
に

つ
い
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
れ
を

実
践
す
る
た
め
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も

の
感
じ
方
が
変
わ
り
、
本
来
持
っ
て
い

る
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
子
ど
も
が
従
い
や
す
い
効
果
的
な
指

示
を
大
人
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
も
４
課
協
働
で
、子
ど

も
に
関
わ
る
す
べ
て
の
大
人
に
「
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

子育てがもっと楽しくなる　ＣＡＲＥプログラム①

ケ　

 

ア

　　
一
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ラ

ナ
イ
カ
フ
ェ
」。 

オ
ー
ナ
ー
の
田
﨑
新

一
さ
ん
は
ア
パ
レ
ル
会
社
を
辞
め
、
15

年
間
東
京
の
巣
鴨
で
そ
ば
店
を
営
ん

で
い
た
方
で
す
。「
昔
か
ら
ハ
ワ
イ
と

那
須
が
大
好
き
だ
っ
た
」
と
い
う
新
一

さ
ん
。 

好
き
が
高
じ
、
妻
の
康
子
さ
ん

と
と
も
に
、
那
須
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
カ
フ

ェ
を
開
い
て
第
３
の
人
生
を
歩
き
始

め
ま
し
た
。

　
新
一
さ
ん
は
、
ア
パ
レ
ル
会
社
勤
務

時
代
か
ら
財
団
法
人
余
暇
開
発
セ
ン

タ
ー
で
町
お
こ
し
に
携
わ
っ
て
い
た

と
の
こ
と
。 

群
馬
県

内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
今
年
22
回
目

の
開
催
と
な
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
仕
掛
け
人
で
も
あ
り
「
い

つ
か
那
須
で
も
宿
泊
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
い
。こ
の
店
が
そ
の
ア
ン

テ
ナ
的
な
存
在
に
な
れ
ば
」
と
夢
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
多
彩
な
趣
味
を
生
か
し
、
夢
を
成
功

さ
せ
て
き
た
新
一
さ
ん
。「
フ
ラ
で
ま

ち
お
こ
し
を
！
」 

那
須
で
の
実
現
を

応
援
し
ま
す
。

ほっと

　ひと息

ほっと

　ひと息

おいしい那須めぐり

   Lāná i Café
　　　ラナイカフェ

道の駅・
友愛の森

キャンドルハウス

・守子の郷

・

広谷地

サファリパーク・

↑那須湯本

↓那須IC・黒磯

・シュシュ

那須高原大橋
→
白
河

那
須
街
道

←
塩
原
・
矢
板

17

Lāná i Café

ダイユー

☎73-5219 
木曜定休

オーナーの田﨑新一さん（右）と妻の康子さん（左）

デザートには栄養満点の

アサイボウルがおすすめ。

那須のいろんなおいしい
ものを、作る人の思いも
一緒にご紹介。

お
す
す
め
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
は
蒸
し

た
後
に
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
の
で
ふ

ん
わ
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
。お
箸
で
切
れ

る
柔
ら
か
さ
！

大きな煙突とウッドデッキが

目印です。

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学

　

校
教
育
係
☎
72
６
９
２
２　
　
　
　

　
℻
72
１
９
０
０
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平
山
文
修
さ
ん
が
菊
の
栽
培
を
始
め

た
の
は
26
年
前
の
こ
と
。 

現
在
は
妻
の

真
美
さ
ん
と
と
も
に
26
ａ
あ
る
ハ
ウ
ス

で
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
、
菊
を

栽
培
し
、
東
京
の
大
田
花
き
市
場
や
町

内
の
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
平
山
さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る
種
類
の

菊
は
縁
起
物
と
し
て
お
祝
い
の
席
で
も

需
要
が
あ
り
、
10
㎝
以
上
に
大
き
く
成

長
し
た
一
輪
仕
立
て
の
菊
は
お
正
月
飾

り
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。伺

っ
た
12
月
20
日
は
、
お
正
月
に
向
け
た

出
荷
の
準
備
で
と
て
も
忙
し
い
様
子
で

し
た
。繁
忙
期
で
あ
る
年
末
、
お
盆
や
お

彼
岸
は
深
夜
ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
「
買
っ
て
く
れ
る
人
が
喜
ん
で
く
れ

る
花
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
優
し
い

笑
顔
で
、
可
憐
な
花
を
一
本
一
本
て
い

ね
い
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
一
枚
残
し
霜
便
り　
　
　
　
　
　
　

五
月
女
加
代
子

霜
踏
ん
で
黒
衣
の
急
ぐ
法
の
庭　
　
　
　
　
　
　

大
場　

芦
山

大
霜
の
大
地
踏
み
し
め
畑
に
入
る　
　
　
　
　
　

須
藤
さ
よ
子

カ
ラ
ス
ら
の
寄
り
て
騒
が
し
残
り
柿　
　
　
　
　

深
澤　

千
郷

眠
っ
て
る
遊
行
柳
の
芽
の
し
づ
か　
　
　
　
　
　

深
澤　

為
寿

売
ら
れ
ゆ
く
牛
振
り
返
へ
り
枯
野
径　
　
　
　
　

松
本　

和
子

鋸
を
挽
く
薪
の
匂
い
や
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　

高
久　

巻
江

酒
蔵
の
湯
気
の
向
こ
う
に
山
眠
る　
　
　
　
　
　

井
上　
　

均

山
眠
る
牛
舎
の
牛
は
眠
ら
ざ
る　
　
　
　
　
　
　

中
島　

君
江

遭
難
の
御
霊
を
抱
き
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　

丹
野　

セ
ツ

八
人
の
魂
魄
永
久
に
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　

中
込
と
し
郎

着
ぶ
く
れ
て
駆
け
込
み
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
る　
　

井
上　

博
子

着
ぶ
く
れ
て
庭
の
雀
に
餌
を
撒
く　
　
　
　
　
　

高
畑　

和
子

懐
に
あ
か
ね
雲
抱
き
山
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

美
風

着
ぶ
く
れ
て
親
に
似
て
き
し
背
の
丸
み　
　
　
　

池
田　

裕
子

昔
一
つ
今
鈴
な
り
の
木
守
り
柿　
　
　
　
　
　
　

高
久　

昇
一

静
沼
か
え
ら
ぬ
鴨
は
い
ず
こ
か
な　
　
　
　
　
　

石
田　

千
秋

雪
の
降
る
真
白
き
那
須
の
山
々
は

　

貴
婦
人
の
ご
と
凛
と
し
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　

中
島　

君
江

新
年
を
迎
え
新
た
に
誓
い
す
る

　

気
持
ち
引
き
締
め　

歳
迎
え
た
り　
　
　
　
　

有
坂　
　

進

菊農家  

平山文修さん
（菱喰内）

木
枯
を
楽
し
む
遊
行
柳
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
市　
　
　
　
　
　
　

大
田　

土
男

鏡
山
の
ぼ
る
ひ
と
つ
の
冬
あ
ざ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県　
　
　
　
　
　
　

大
沢　

綾
子

　出句は楷書でお願いします。判別できない場合は
掲載になりませんのでご注意ください。
　また、電話番号の記入をお願いします。
■締切り　１月１８日（金）
■俳句の送付先　
　〒329‐3222 那須町大字寺子丙３－１６６　
　田中　義郎　☎７２－５０４４
■短歌の送付先　
　〒329‐3292 那須町大字寺子丙３－１３　
　総務課広報広聴係　☎７２－６９０１

那須文芸への出句について広報「那須」が
　パソコン・スマートフォンで読めます
広報「那須」が
　パソコン・スマートフォンで読めます

　県内の広報紙などをまとめた電子書籍ポータルサイト

「トチギイーブックス」に広報「那須」が掲載されています。

　電子書籍なので、本をめくる感覚で閲覧することが

できます。（専用アプリのダウンロードは

不要です）ぜひご活用ください。

ＵＲＬ：http://www.tochigi-ebooks.jp

表紙シリーズ「はぐくむ喜び」では、町を支える農業の魅力をご紹介します。

～農業の魅力～

表紙シリーズ

No.1



▼
日　
時　
1
月
18
日
㈮
、2
月
1
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
行
政
上
の
困
り
ご
と

▼
応
対
者　
平
山
英
夫
行
政
相
談
委
員

▼
問
合
せ　
（
自
宅
）☎
72
５
２
３
４

▼
日　
時　
1
月
21
日
㈪
午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
身
の
回
り
の
心
配
ご
と

▼
応
対
者　
民
生
委
員
３
名

▼
問
合
せ　
那
須
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
72
５
１
３
３

▼
日　
時　
1
月
23
日
㈬
、2
月
５
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会　
場　
不
動
産
会
館
県
北
支
部

▼
内　
容　
不
動
産
取
引
な
ど

▼
応
対
者　
相
談
員　
２
名

▼
問
合
せ　
宅
建
協
会
県
北
支
部
（
那

　
須
塩
原
市
）☎
62
６
６
７
７

▼
日　
時　
１
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜

　
11
時
20
分
、
午
後
１
時
〜
２
時
20
分

▼
会　
場　
那
須
塩
原
市
役
所

▼
内　
容　
交
通
事
故
な
ど

▼
応
対
者　
交
通
事
故
相
談
員
１
名

▼
予
約
方
法　
３
日
前
ま
で
に
電
話
で

　
予
約
し
、
予
約
が
な
い
場
合
、
巡
回

は
予
約
で　
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
県
民
プ
ラ
ザ

　
☎
０
２
８―

６
２
３―

２
１
８
８

▼
日　
時　
１
月
25
日
㈮
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
県
政
に
関
す
る
相
談

▼
応
対
者　
県
民
相
談
員
１
名

▼
問
合
せ  

那
須
県
民
相
談
室

　
☎
０
２
８
７―

23―

１
５
５
５

▼
日　
時　
11
月
28
日
㈪
午
前
９
時
30

　
分
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
人
権
に
関
す
る
相
談
（
職

　
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
学
校
で
の
い
じ

　
め
、
言
葉
の
暴
力
な
ど
）

▼
応
対
者　
人
権
擁
護
委
員　
２
名

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課
福
祉
係　

　
☎
72
６
９
１
７

▼
日　
時　
２
月
10
日
㈰
午
後
１
時

　
〜
４
時
（
１
人
20
分
間
）

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
法
律
上
の
困
り
ご
と

▼
応
対
者　
弁
護
士
１
名

▼
定　
員　
８
名
（
要
予
約
）

▼
予
約
方
法　
１
月
25
日
㈮
か
ら
予
約

　

受
付
を
開
始
し
、定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。（
土
日
祝
日
は
予
約

　
「
正
規
の
値
段
よ
り
極
端
に
安
価
で

あ
る
」「
サ
イ
ト
に
正
確
な
運
営
情
報（
運

営
者
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
）が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
」「
日
本
語
の
表
現
が
不

自
然
で
あ
る
」「
支
払
方
法
が
銀
行
振
込

の
み
」 等
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

支
払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
は
困
難
で
す
。 

価
格
の
安
さ
ば
か

り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
少
し
で
も
怪
し

い
、お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、利
用
し
な

い
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ　

○
那
須
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎
72
６
９
３
７

○
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８-

６
２
５-

２
２
２
７
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悪質商法や多重債務などの消費生活に関する相談は、
　　 「那須町消費生活センター」へ！
■開所日　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
■時　間　午前 9時～正午、午後 1時～ 4時
■場　所　那須町役場内 1階東側
■電　話　０２８７ -７２ - ６９３７

土日など役場が休みの時にも、相談可能な窓口へ
おつなぎします。（年末年始を除く）

「消費者ホットライン」３桁の電話番号１８８番へ

無 料 相 談 会

行
政
相
談

  

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

不
動
産
相
談

交
通
事
故
巡
回
相
談

人
権
相
談

移
動
県
民
相
談

　

 

事
例
１

　
息
子
が
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
買
お
う

と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
、
価
格
が
安

か
っ
た
通
販
サ
イ
ト
で
注
文
し
、
料
金

も
支
払
っ
た
が
商
品
が
届
か
な
い
。入

金
後
は
業
者
か
ら
メ
ー
ル
も
来
な
い
。

サ
イ
ト
に
あ
る
業
者
の
住
所
や
電
話
番

号
は
で
た
ら
め
の
よ
う
だ
。

　
　
　
　

  （
当
事
者
：
中
学
生 

男
性
）

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
か
ら
見
た
サ
イ
ト

で
、「
定
価
８
万
円
の
革
の
バ
ッ
グ
が
今

な
ら
約
８
千
円
」と
あ
っ
た
の
で
、注
文

し
て
代
引
き
で
支
払
っ
た
。開
封
し
た

と
こ
ろ
、
申
し
込
ん
だ
も
の
と
は
違
う

ビ
ニ
ー
ル
製
の
バ
ッ
グ
が
入
っ
て
い

た
。そ
の
後
、連
絡
が
取
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

  （
当
事
者
：
学
生 

女
性
）

　

 

ひ
と
こ
と
助
言 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
見
ら
れ
る

「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か

な
い
」「
注
文
し
た
商
品
と
異
な
る
も
の

や
偽
物
が
届
い
た
」等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

悪
質
な
サ
イ
ト
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

八溝山周辺地域定住自立圏 広域無料法律相談

心
配
ご
と
相
談

7 13

そ
の
サ
イ
ト
大
丈
夫
？
悪
質
な

通
販
サ
イ
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
で
き
ま
せ
ん
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
総
務
課
総
務
係

　
☎
72
６
９
０
１

　

 

事
例
２
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小
正
月
に
飾
ら
れ
る
餅
花
は
、
桃

色
や
白
、
緑
、
黄
色
に
色
付
け
し
た

餅
を
ミ
ズ
ノ
キ
に
刺
し
た
も
の
で
、

町
内
で
は｢

と
ん
ぼ
団
子｣
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
保
育
園
で
も
と
ん
ぼ
団
子

づ
く
り
は
恒
例
の
行
事
で
、
園
児
た

ち
は
は
し
ゃ
い
だ
笑
顔
や
真
剣
な
表

情
を
見
せ
な
が
ら
、
伝
統
行
事
に
親

し
ん
で
い
る
▼
町
の
こ
ど
も
未
来
課

が
こ
の
ほ
ど
、
保
育
園
児
向
け
の
体

操
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
な
す
の
森
で
冒
険

だ
!!
』
を
制
作
し
た
。
保
育
士
た
ち

が
創
作
し
た
体
操
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
隊
員
が
曲
を
つ
け
完
成
さ

せ
た
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
。
今
後
、

町
内
７
つ
の
保
育
園
で
活
用
し
て
い

く
▼
発
案
は
同
課
の
指
導
主
事
で
、

運
動
苦
手
を
解
消
す
る
た
め
、
幼
児

期
か
ら
体
操
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
作
を
考

案
し
た
と
い
う
。
町
に
生
息
す
る
昆

虫
や
動
物
の
動
き
を
真
似
し
た
分
か

り
や
す
い
体
操
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク

で
、
園
児
た
ち
が
親
し
め
る
工
夫
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
▼
那
須
地

域
の
言
葉
で｢

と
ん
ぼ｣

は
引
き
戸
や

扉
の
こ
と
。
玄
関
先
の
戸
口
に
飾
る

こ
と
か
ら
、
餅
花
を｢

と
ん
ぼ
団
子｣

と
呼
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町
の
保

育
園
の
活
動
に
は
伝
統
的
な
も
の
や

新
し
い
も
の
、
そ
し
て
町
な
ら
で
は

の
工
夫
や
那
須
ら
し
さ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。｢

と
ん
ぼ｣

の
動
き
が
飛
ぶ

動
き
だ
っ
た
り
、
開
け
閉
め
す
る
動

き
だ
っ
た
り
、
園
児
た
ち
の
自
由
な

発
想
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

こんに
ちは 赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

柊志くんは…

白いごはんが大好き！
じぃじ、ばぁばいつも
ありがとう。

町の世帯と人口

あなたの「声」を聞かせてください

平成 ２９年
　１０月２日生

憲行さん　　景子さん父 母

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。 
詳しくは総務課広報広聴係（☎72-6901）まで。

・世帯数　10,284世帯 (+1) 
・人　口　25,311人（-17）　
　 男 12,559人（-8）女12,752人（-9）

　

本
年
も
、「
殺
生
石
」
の
物
語
を
、

「
絵
本
三
国
妖
婦
伝
」
に
よ
っ
て
そ
の

概
略
を
述
べ
て
参
り
ま
す
。

　

藻
の
才
能
を
愛
で
た
堀
河
天
皇
も

や
が
て
崩
御
し
、
七
十
四
代
鳥
羽
天

皇
の
御
代
に
な
っ
た
。
十
七
歳
に
成

長
し
た
藻
は
、
博
学
多
才
、
歌
道
、

管
弦
な
ど
出
来
な
い
も
の
は
な
く
、

か
つ
て
の
小
野
小
町
や
和
泉
式
部
、

紫
式
部
や
清
少
納
言
に
も
劣
ら
ぬ
才

能
を
示
し
た
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
そ

の
美
貌
は
、
春
の
月
の
夜
桜
も
暁
の

芙
蓉
も
、
ま
た
夕
暮
れ
の
海
棠
も
、

遠
く
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

鳥
羽
天
皇
は
藻
を
寝
殿
に
召
さ
れ
、

深
く
寵
愛
し
、
婬
酒
に
時
間
を
費
や

し
、
朝
廷
の
政
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

た
。
百
官
は
皆
眉
を
ひ
そ
め
た
。

　

元
永
三
年
（
１
１
２
０
）の
晩
秋
の

こ
と
で
あ
る
。
鳥
羽
天
皇
は
、
待
賢

門
院
璋
子
の
、
顕
仁
親
王
（
後
の
七

十
五
代
崇
徳
天
皇
）
出
産
を
祝
い
、

高
揚
殿
に
て
内
宴
を
催
さ
れ
た
。
宴

席
に
は
、
皇
子
顕
仁
親
王
や
皇
后
璋

子
は
も
と
よ
り
、
関
白
忠
実
公
や
左

大
臣
俊
房
公
、
右
大
臣
雅
実
公
、

内
大
臣
忠
通
公
を
は
じ
め
と
し
た
公

卿
、
殿
上
人
ら
が
大
勢
居
並
ん
だ
。

詩
歌
管
弦
に
堪
能
な
月
卿
雲
客
も

多
く
召
さ
れ
た
。
寵
愛
深
い
藻
が
召

さ
れ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

官
女
た
ち
は
酌
に
立
ち
、
人
々
は
漢

詩
を
つ
く
り
、
和
歌
を
詠
じ
た
。
そ

の
、
宴
た
け
な
わ
の
時
で
あ
る
。
月

の
出
の
遅
い
景
色
が
急
に
う
ち
時
雨

れ
、
一
陣
の
風
が
吹
い
た
か
と
思
う

と
、
建
て
連
ね
た
灯
明
が
残
ら
ず
打

ち
消
さ
れ
た
。
高
揚
殿
の
宴
席
は
真

っ
暗
に
な
り
、
驚
き
騒
ぐ
声
に
混
じ

っ
て
、「
松
明
、
松
明
」
と
呼
ぶ
声

が
あ
ち
こ
ち
に
聞
こ
え
た
。

　
そ
の
時
、
藻
の
身
が
光
を
放
っ
た
。

周
囲
は
忽
ち
白
昼
の
よ
う
に
照
り
輝

き
、
折
り
戸
や
屏
風
、
襖
に
描
か
れ

て
い
た
絵
も
あ
り
あ
り
と
見
え
る
。

人
々
は
皆
、
藻
を
訝
し
み
、
彼
女
に

奇
異
の
思
い
を
抱
い
た
。
が
、
鳥
羽

天
皇
の
み
は
、
藻
の
そ
の
神
々
し
さ

に
、
ひ
た
す
ら
感
嘆
す
る
。

（１2月１日現在・住民基本台帳）
（　）の数字は前月比

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

物
語
の
概
略
⑫

み
く
ず

み
く
ず

み
く
ず

の
う
　
　
み
　
よ

め

こ

て
ん
じ
ょ
う
び
と

ぎ
ょ
う

す  

と
く
て
ん
の
う

ふ 

よ
う

も
ん
い
ん
た
ま 

こ
　
　
　
　
あ
き
ひ
と
し
ん
の
う

か
い
ど
う

ち
ょ
う
あ
い

ち
ょ
う
あ
い

ま
つ
り
ご
と

と
　
ば 

て
ん

と
　
ば 

て
ん
の
う

と
　
ば 

と
　
ば 

て
ん
の
う
　
　
　
　
た
い
け
ん

と
し
ふ
さ
こ
う

ま
さ
ざ
ね
こ
う

ほ
う
ぎ
ょ

く

た
だ
み
ち
こ
う

み
く
ず

み
く
ず

み
く
ず
　
い
ぶ
か

み
く
ず

た
い
ま
つ
　 

た
い
ま
つ

八溝峰に昇る初日は神々しく
　那須野ヶ原の朝染めゆく

や　みぞ ね

あした

し
い
か
か
ん
げ
ん
　
　
　
　
　
　
げ
っ
け
い
う
ん
か
く

あ
き
ひ
と
し
ん
の
う
　
　
　
　
　
　た
ま

た
だ
ざ
ね
こ
う

て
ん
の
う

 弦巻
 柊志
（上町）

しゅう じ
く
ん
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